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第 3 章は本論で用いた ICL-2 と呼ばれるリングせん断試験の理論的背景とその諸元を
まとめている。また本論で用いた地すべりの数値シミュレーションモデル(LS-RAPID)の
構造と基礎式を説明している。 
第 4 章は紀伊半島で発生した上記 2 か所の地すべりを対象に、実験とシミュレーショ
ンを実行している。両者の地すべり面から採取されたサンプルを用いて、非排水条件の
リングせん断試験を実施した結果、 2-7 mm の変位によって間隙水圧比が 0.33 から 0.36
まで上昇し、すべり面において液状化が発生していたことが明らかになった。また液状























方法を論じている。2011 年 9 月の台風 12 号によって紀伊半島で発生した栗平と赤谷






























って、本論文は博士 (工学 )の学位論文として価値のあるものと認める。また、平成 30
年 1 月 19 日に、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博
士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、未公表箇所が全て論文掲載されるに至るまでの間、当該論文の全文に代えて
その内容を要約したものとすることを認める。  
 
